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するまでの刺激強度の範囲は約 2桁であった。また光刺激を 425－ 600 nmの範囲で短波長にして反応を
調べた結果，光受容ニューロンは 425 nmもしくはそれ以下の波長の光刺激に対して最大応答を示すこと
がわかった。電極から蛍光色素（Lucifer yellow）を注入して光受容ニューロンを細胞内染色し，その形
態や局在を蛍光顕微鏡で調べた。その結果，光受容ニューロンの細胞体の長軸は約 100マイクロメーター
で，一本の軸策を神経節内の反対側に伸ばしていた。軸策の伸張が神経節内だけのニューロンと，さらに
それが前方および後方の神経節におよぶニューロンが観察された。軸策に沿って数本の分枝と細かい樹状
突起が観察されたが，それらの広がりは局所的で密度の低いものであったことから，ニューロンの光受容
部位は細胞体であることが強く示唆された。
審　査　の　結　果　の　要　旨
　森氏は，カブトガニを材料として生体，摘出神経節，神経節内ニューロンなどの様々なレベルにおいて，
中枢神経系における光受容性を解析した。その結果，カブトガニにおいては神経節毎に光受容ニューロンが
存在し，それらは形態的に神経節内と神経節間の介在ニューロンに識別しうることを示した。さらに光受容
ニューロンの光刺激に対する応答特性を明らかにした。これらの結果はこれまで知られている節足動物中枢
神経系における光受容ニューロンとは異なった形態や分布を示すものであり，節足動物の中枢神経系におけ
る光受容ニューロンの系統的多様性を考える上で重要な成果となった。さらに光受容性ニューロンが単一神
経節内において運動ニューロン群と機能的関連を持つことを明らかにし，これまで研究の進まなかった中枢
光受容ニューロンの生理機能の解析に有効な材料となること，また細胞が大きいことからシグナル変換機構
の研究にも好適な実験系となりうるものであることを示した。本論文の成果の前半部は学会誌に掲載される
ことが決まっており，後半部も米国の専門誌にわずかな修正の後掲載される予定である。
　よって，著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
